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台
に
し
た
ユ
ニ
ー
ク
で
奇

想
天
外
な
心
を
揺
さ
ぶ
る

平
和
の
物
語
で
す
。
あ
る

日
、
広
島
の
若
者
モ
ッ
チ

（
曽
田
陵
介
）
と
ア
ヤ
カ

（
秋
田
汐
梨
）
は
、
謎
め

い
た
ア
メ
リ
カ
人
旅
行

者
、
ジ
ョ
ン
に
出
会
い
、

広
島
の
街
を
案
内
し
ま

す
。
ジ
ョ
ン
に
は
奇
妙
な

力
が
あ
り
街
の
至
る
所
で

何
か
を
見
つ
け
て
い
き
ま

す
。
一
方
、
小
学
生
の
ユ

ウ
ヤ
は
、
学
校
の
原
爆
の

歴
史
を
学
び
怖
く
な
り
ま

す
が
、
夢
の
中
で
出
会
っ

た
少
女
に
戦
時
中
の
広
島

の
街
へ
と
い
ざ
な
わ
れ
ま

す
。
広
島
の
街
に
起
こ
る

不
思
議
な
物
語
は
混
ざ
り

　

「
惑
星
ラ
ブ

ソ
ン
グ
」
は
、

被
爆
、
そ
し
て

終
戦
80
年
に
な

る
２
０
２
５
年

に
、
広
島
を
舞

あ
い
、
過
去
と
現
在
が
交

錯
し
て
い
き
ま
す
。
忘
れ

ら
れ
て
い
た
平
和
の
歌
が

街
に
響
く
時
、
人
々
は
、

奇
跡
に
遭
遇
し
ま
す
。
そ

し
て
、
地
球
の
運
命
は
、

今
を
生
き
る
私
た
ち
に
委

ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
気

付
か
せ
て
く
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
何
が
で
き
る

の
か
、
考
え
る
機
会
に
な

れ
ば
…
。
６
月
13
日
か
ら

全
国
劇
場
公
開
。

　

「
こ
の
夏
の
星
を
見

る
」
は
、「
２ 

０ 

２ 

０

年
、
あ
の
時
を
生
き
た
君

た
ち
へ
」
の
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
に
あ
る
よ
う
に
コ
ロ

ナ
禍
で
、
休
校
や
緊
急
事

態
宣
言
に
直
面
し
、
大
人

以
上
に
複
雑
な
思
い
を
抱

え
る
中
高
生
た
ち
の
青
春

が
描
か
れ
た
、
辻
村
深
月

に
よ
る
小
説
の
映
画
化
で

す
。
舞
台
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

よ
り
登
校
や
部
活
動
が
制

限
さ
れ
た
茨
城
県
の
砂
浦

高
校
の
天
文
部
。
２
年
生

部
員
の
溪
本
亜
紗
（
桜
田

ひ
よ
り
）
は
、
リ
モ
ー
ト

会
議
を
活
用
し
、
天
体
観

測
を
す
る
競
技
「
オ
ン
ラ

イ
ン
ス
タ
ー
キ
ャ
ッ
チ
コ

ン
テ
ス
ト
」
を
提
案
し
、

長
崎
の
五
島
列
島
や
東
京

都
心
の
生
徒
た
ち
も
参
加

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

他
の
出
演
は
水
沢
林
太
郎

黒
川
想
矢 

中
野
有
紗 

早

瀬
憩
な
ど
。
逆
境
に
あ
っ

て
も
下
を
向
か
ず
、
星
を

見
上
げ
る
こ
と
で
、
可
能

性
が
広
が
る
こ
と
を
教
え

て
く
れ
る
作
品
で
す
。
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
に
寄
り

添
う
先
生
を
は
じ
め
大
勢

の
大
人
の
存
在
が
光
っ
て

い
ま
す
。
７
月
４
日
よ
り

全
国
劇
場
公
開
。

「
惑
星
ラ
ブ
ソ
ン
グ
」

「
こ
の
夏
の
星
を
見
る
」

ヒ
ン
ト
　
選
挙
に
行
っ
て
実
現
し
よ
う

出
題
＝
山
本
汎
昭

〇
は
ど
ち
ら
？

⓴
運
勢
が
現
れ
る
と
い
う
手

の
ひ
ら
の
相

�
家
の
外
構
え
に
設
け
た
出

入
口

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
新
年
に
は
じ
め
て
文
字
を

書
く
こ
と

❹
そ
の
個
人
に
し
か
な
い
性

格
、
性
質

❼
個
人
の
所
有
。
〇
〇
〇
財

産
❽
陰
暦
11
月
の
異
称

❾
朝
な
〇
〇
な
の
祈
り

❿
〇
〇
〇
は
ハ
イ
と
ハ
ッ
キ

リ
と

⓫
ハ
ト
は
鳥
類
。
鮭
は
？

⓭
苗
字
。
〇
〇
は
丹
下
で
名

は
左
膳

⓯
♪
も
し
も
し
〇
〇
よ
〇
〇

さ
ん
よ
…

⓰
非
常
の
出
来
事
。
本
能
寺

の
〇
〇

⓱
次
期
社
長
の
〇
〇
を
狙
う

人
物

⓳
一
度
使
え
ば
捨
て
る
よ
う

に
作
ら
れ
た
物
。
～
の
ラ

イ
タ
ー

�
肥
後
の
国
と
言
わ
れ
た
九

州
中
央
部
の
県

�
宗
派
・
寺
院
の
創
始
者

�
対
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

〇
〇
〇
ル
ー
ム

�
日
本
に
は
年
平
均
11
個
が

タ
テ
の
カ
ギ

❶
歌
う
こ
と
が
職
業
の

人
。
オ
ペ
ラ
～

❷
野
球
や
テ
ニ
ス
な
ど
球
を

扱
う
ス
ポ
ー
ツ

❸
超
な
が
い
鼻
を
持
つ
動
物

❹
大
文
字
の
対

❺
こ
ろ
、
折
。
上
京
の
〇
〇

は
よ
ろ
し
く

❻
～
よ
く
噴
水
の
水
が
ほ
と

ば
し
る

❽
本
当
の
気
持
ち
。
～
を
は

か
り
か
ね
る

�
自
転
車
に
乗
車
の
際
も
着

用
が
望
ま
し
い

⓬
あ
ま
っ
た
時
間
。
〇
〇
を

楽
し
む

�
潜
水
し
て
作
業
を
す
る
人

⓮
旗
本
〇
〇
〇
〇
男

⓰
集
会
・
会
議
を
終
え
る
こ

と
。
開
会
の
対

⓲
住
ん
で
い
る
所
。
お
〇
〇

接
近
す
る
由

　

４
月
号
の
答
え
は
「
バ
ン

パ
ク
エ
ン
ソ
ク
チ
ユ
ウ
シ

（
万
博
遠
足
中
止
）」
で
し

た
。
応
募
数
は
ハ
ガ
キ
11

通
、
メ
ー
ル
92
通
、
合
計
１

０
３
通
で
し
た
。
次
の
10
人

の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
贈
り

ま
す
。

当
選
者
（
敬
称
略
）

松
岡
智
美
（
東
大
阪
市
職

労
）、
平
木
忍
（
貝
塚
市
職

労
）、
文
野
愛
（
岸
和
田
市

職
労
）、
増
尾
能
宏
（
府
高

教
）、
山
田
智
恵
（
全
教
豊

中
）、
野
瀬
美
紀
子
（
大
私

教
）、
村
上
陽
子
（
医
療
福

祉
生
協
労
働
組
合
お
お
さ

か
）、
宮
井
保
代
（
福
保

労
）、
松
田
寿
都
（
西
淀
川

医
療
労
組
）、
玉
川
徹
（
関

西
共
同
印
刷
労
組
）

「
パ
ズ
ル
」の
応
募
方
法

「
パ
ズ
ル
」の
応
募
方
法
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年
金
改
定
率
は
１
・
９
％

で
す
。
物
価
ス
ラ
イ
ド
改
定

方
式
に
戻
す
と
、
今
年
の
改

定
で
は
10
万
円
の
年
金
受
給

者
は
、
物
価
上
昇
率
２
・
７

％
で
月
２
７
０
０
円
の
プ
ラ

ス
に
な
り
、
年
間
３
万
２
４

０
０
円
の
プ
ラ
ス
に
な
り
ま

す
。
国
の
年
金
積
立
金
は
３

０
４
兆
円
、
積
立
金
の
配
当

・
利
息
の
運
用
益
は
、
１
年

間
で
４
兆
円
で
す
。
年
金
引

き
上
げ
は
可
能
で
す
。

　

前
回
の
総
選
挙
で
は
、
自

　

維
新
の
会
は
府
民
の
く
ら

し
を
か
え
り
み
ず
危
険
な
夢

洲
万
博
開
催
を
強
行
し
ま
し

た
。
前
売
り
券
は
目
標
の
６

割
し
か
売
れ
ず
、
建
設
費
は

当
初
計
画
の
倍
に
上
振
れ
、

赤
字
は
必
至
と
な
っ
て
い
ま

す
。
安
全
面
で
は
、
メ
タ
ン

ガ
ス
が
発
生
し
続
け
て
い
ま

す
。
昨
年
は
爆
発
事
故
が
起

　

い
よ
い
よ
参
議
院
選
挙
で

す
。

　

昨
年
の
総
選
挙
で
、
衆
議

院
で
は
自
公
が
少
数
与
党
と

な
り
ま
し
た
。
裏
金
問
題
や

物
価
高
騰
な
ど
自
民
党
政
治

へ
の
国
民
の
審
判
で
す
。
そ

の
結
果
、通
常
国
会
で
は
、強

引
な
自
民
党
流
の
国
会
運
営

は
成
り
立
た
ず
、
国
民
と
多

く
の
野
党
が
求
め
る
消
費
税

減
税
が
焦
点
と
な
る
な
ど
、

変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
維
新
や
国
民
民

主
な
ど
は
、
結
果
と
し
て
自

民
党
政
治
に
加
担
し
て
い
ま

　

選
挙
で
は
、
物
価
高
騰
を

上
回
る
年
金
額
引
き
上
げ
、

女
性
の
低
年
金
改
善
を
各
政

党
に
訴
え
て
い
き
ま
す
。
加

え
て
、
紙
の
健
康
保
険
証
を

残
せ
、
介
護
保
険
、
国
民
健

康
保
険
制
度
改
善
、
加
齢
性

難
聴
者
補
聴
器
購
入
へ
の
公

的
助
成
・
保
険
適
用
の
声
を

大
き
く
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

（
年
金
者
組
合

　

中
島
書
記
長
）

ま
せ
ん
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

に
よ
る
関
税
問
題
も
あ
り
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
先
行
き

不
透
明
で
、
不
安
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
と
り
わ
け
、
時
間

給
で
働
く
非
正
規
労
働
者
に

と
っ
て
は
、
最
低
賃
金
の
大

幅
な
引
き
上
げ
、
正
規
と
の

格
差
是
正
・
均
等
待
遇
が
必

こ
り
、
開
幕
直
前
に
も
基
準

値
を
超
え
る
数
値
で
検
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
地
震
や
台
風

な
ど
に
よ
る
避
難
計
画
も
脆

弱
で
す
。
極
め
つ
け
は
、
こ

の
よ
う
に
安
全
が
確
保
さ
れ

て
い
な
い
場
所
に
こ
ど
も
た

ち
を
遠
足
と
い
う
名
の
も
と

に
半
強
制
的
に
連
れ
て
い
く

と
い
う
事
実
で
す
。
挙
げ

す
。
選
択
的
夫
婦
別
姓
や
裏

金
問
題
は
積
み
残
し
と
な
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
大
阪
維

新
は
、
２
度
も
否
決
さ
れ
た

「
大
阪
都
構
想
」
を
、
執
拗

に
狙
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
、
春
闘
で
の
賃
上
げ

も
吹
っ
飛
ぶ
物
価
高
や
コ
メ

の
高
騰
、
解
消
さ
れ
な
い
職

場
の
人
員
不
足
、
す
す
ま
な

い
格
差
是
正
と
均
等
待
遇
、

危
険
な
夢
洲
で
の
万
博
と
カ

ジ
ノ
建
設
の
強
行
な
ど
、
労

働
者
・
国
民
の
く
ら
し
を
守

ら
な
い
大
企
業
優
遇
の
政
治

を
変
え
る
こ
と
が
、
ど
う
し

物
価
高
騰
を
上
回
る

物
価
高
騰
を
上
回
る

年
金
額
に
引
き
上
げ
よ
う

年
金
額
に
引
き
上
げ
よ
う

最
低
賃
金
大
幅
引
き
上
げ
と
格
差
是
正
で

最
低
賃
金
大
幅
引
き
上
げ
と
格
差
是
正
で

非
正
規
労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
社
会
を

非
正
規
労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
社
会
を

今
か
ら
で
も
万
博
を
中
止
し
て

今
か
ら
で
も
万
博
を
中
止
し
て

カ
ジ
ノ
誘
致
撤
回
す
る
政
治
を
実
現
し
よ
う

カ
ジ
ノ
誘
致
撤
回
す
る
政
治
を
実
現
し
よ
う

政
治
は
変
え
ら
れ
る

政
治
は
変
え
ら
れ
る
!!!!

政
治
を
変
え
れ
ば
く
ら
し
も
変
わ
る
、

守
れ
る
…
だ
か
ら
投
票
に
行
こ
う
！

て
も
必
要
で
す
。

　

今
度
は
参
議
院
で
自
公
を

過
半
数
割
れ
に
追
い
込
み
ま

し
ょ
う
。
見
せ
か
け
の
野
党

で
は
な
く
、
自
民
党
政
治
を

終
わ
ら
せ
る
野
党
の
議
席
を

増
や
し
、
政
治
を
変
え
て
く

ら
し
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
消

費
税
減
税
を
実
現
し
ま
し
ょ

う
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ひ
と
り

ひ
と
り
の
投
票
が
不
可
欠
で

す
。
職
場
で
、
地
域
で
、
切

実
な
要
求
実
現
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
み
ん
な
で
投
票
に

行
き
ま
し
ょ
う
。

句
、
こ
れ
以
上
の
醜
態
を
さ

ら
し
た
く
な
い
の
か
、
万
博

協
会
は
当
初
、
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
や
赤
旗
記
者
に
通
期
記
者

証
を
発
行
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
参
議
院
選
挙
で
は
、
万

博
中
止
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

カ
ジ
ノ
誘
致
撤
回
を
実
現
す

る
政
治
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

（
大
阪
市
地
区
協

　

箕
作
事
務
局
長
）

要
で
あ
り
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

く
ら
し
の
危
機
は
待
っ
た

な
し
の
状
態
で
あ
り
、
そ
の

最
中
で
の
参
議
院
選
挙
で

す
。「
大
企
業
優
遇
」
の
政

治
を
一
掃
し
、
真
の
生
活
改

善
と
な
る
選
挙
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

（
生
協
労
連　

松
本
書
記
長
）

14.0
14.1
14.2
14.3
14.4
14.5
14.6
14.7
14.8
14.9
15.0

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2022 20232021

15万円
14.9万円

14.8万円

14.5万円14.5万円 14.5万円
14.4万円14.4万円14.4万円14.4万円14.4万円

14.6万円 14.6万円 14.6万円

（万円）

【厚生年金】平均月額の推移
厚生年金保険（第１号）受給権者平均月額の推移

参照：厚生労働省PH「厚生年金保険・国民年金事業の概況」より

公
が
過
半
数
割
れ
し
、
国
民

民
主
党
が
「
１
０
３
万
円
の

壁
」や「
手
取
り
を
増
や
す
」

と
ア
ピ
ー
ル
し
て
大
躍
進
し

ま
し
た
が
、
現
状
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
春
闘
で
幾
ら
か

賃
上
げ
を
勝
ち
取
っ
て
い
る

所
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
は

手
取
り
も
増
え
ず
、「
年
収

の
壁
」
も
何
ら
変
わ
っ
て
い


